
 

 

スタンプ 3つ以上 
オリジナルミニトートバッグ(65名) 

スタンプ 5つ以上 
特産品詰め合わせ(20名) 

2/5(水)～2/12(水)の期間、作品受付となります。 

公民館までお持ち下さい。お待ちしております。 

尚､出展者に     ポイントあります。 

台紙をご持参ください。     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

      

 

                                  
 

 

 

 

お待たせしました 開催 です！ 

令和 7年 2月 1日 

発行：宮沢地区公民館 

電話・FAX22-0433 

 

 22-0433 

 宮沢地区新春を語る会 

新春作品展 

皆さんのご来場お待ちしております。 

市民文化祭や地域の作品展を
鑑賞しながら、スタンプを集めて
景品に応募しよう！ 

スタンプを押せる最後のチャンス！ 

３つ以上のスタンプがある方 
応募可能です。 

台紙を公民館へ提出ください。 

 

開催日時：2月 21日（金）～23日（日） 

     午前 9時～午後 5時まで 

(最終日は午後3時までとなります。) 

開催場所：宮沢地区公民館 

作品大募集 

日  時：３月５日（水）  
午後１時 30分～4時 

場  所：宮沢地区公民館２階 
申込み：２月２６日（水）まで 
    宮沢地区公民館 22－0433 

吹き矢大会 

※吹き矢の効能ってスゴイんです！ 

吹矢練習会 

・毎週水曜日  １３時３０分～１５時３０分 

２/5・12・１９・26  場所：宮沢地区公民館 

   

 

 

１月１４日（火）徳良湖温泉花笠の湯にて、結城裕市長、加賀正和県議をはじめ区長ならびに振興
連絡協議会役員の皆さんが参加し、宮沢地区新春を語る会が開催されました。 
はじめに石山洋幸区長会長があいさつで「安全安心で住み続けたい地域をつくるために、一人

ひとりの力を結集して頑張って行きましょう」と参加者に呼びかけました。また、結城市長からは
「市民が主役のまちづくり」と題して「みんなが安心して暮らせるまち」「若者が住み続けられるま
ち」「誰もが魅力を感じるまち」を柱に施策を進めている旨の講演をいただきました。 
懇親会では、加賀県議の乾杯の後、参加者は思い思いに新年の抱負を語り合いながら和やかに

歓談していました。 

 



行 事 予 定 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
2月 １３日（木） 宮小新１年生に防犯ブザー贈呈   
2月 １８日（火） 老人クラブ役員会 
2月 ２１日（金）～２３日（日）新春作品展  
2月 ２２日（土）～２３日(日)尾花沢雪まつり 
2月 ２３日(日) 古川みやざわ雪まつり交流事業   
  

 

 

 

 
 

 

事業問合せ・申込先：宮沢地区公民館 電話・FAX 0237-22-0433 

公民館だより 

カラー版も見てくださいね！ 
 

R7.1．1現在    （前月比） 

男 性     770人   (±0） 
女 性     758人   （－3） 
合 計   1，528人   （－3） 

世帯数    ５77戸   （±0） 

園児ひとり一人の健やかな成長を願って 
 １月７日（火）五穀豊穣や家内安全、無病息災を祈る小正月

の伝統行事「だんごさし」がさくら保育園で行われました。 

園児たちは、黄、緑、赤、白に色付けされた団子を「どこにさ
そうかな？」「何色の団子にしようかな？」と考えながらひと
つずつミズキの枝に刺し、団子の花を咲かせていました。園の
先生方も子どもたちが作った願い事や将来の夢が書かれた
つるし飾りを枝に取り付け、子どもたちの幸せと健やかな成
長を願っていました。 
このだんご木は園の玄関に飾られていますので、園にお寄

りの際はぜひご覧ください。 

 

正厳地区 

押切地区 

市野々地区 

宮沢小学校の「ベルマーク回収」が終了となります。 
これまでご協力いただきました地域の皆さま、ありがとうございました。 

 

三菱 HCキャピタル（東京都）の久井大樹社長はじめ総勢３３名の社員が１月２４日（金）２５
日（土）の２日間にわたり、正厳・押切・市野々で一人暮らしのお年寄り宅等を対象に除雪ボラ

ンティアを行いました。 
例年に比べ積雪は多くないものの軒先には屋根から落雪した２m 近い雪が積もり、家の窓も覆

っていました。参加者は重く硬い雪に悪戦苦闘しながらスコップで雪をかき出す役とスノーダン
プで運び出す役に分かれて汗だくになりながら作業を続けました。１時間もすると隠れていた窓
も顔を出し明るい光が家の中に届くようになりました。 
受入れ宅の方は「ここまで掘ってもらうと春まで大丈夫。」「いがった。どっかどした。ありが

どさま。」とボランティアの方々にねぎらいと感謝のことばをかけていました。 
 

 
慣れない雪かきに奮闘！ 雪ボラに感謝の声が 

 


